
　

高
頭
祭
は
七
月
二
十
五
日
、
弥
彦
山
上
大
平
園
地
の

高タ
カ
ト
ウ頭
仁ニ

ヘ

エ
兵
衛
翁
寿
像
碑
前
で
、
支
部
会
員
は
じ
め
多
数

の
岳
人
が
集
ま
り
、
翁
の
遺
徳
を
偲
び
参
加
者
相
互
の

親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
第
五
十
四
回
に
於
い
て
、
平
山
善

吉
名
誉
会
員
に
よ
り
演
題
「
高
頭
仁
兵
衛
と
日
本
山
岳

会
」
の
記
念
講
演
が
あ
り
、
そ
の
メ
モ
を
基
に
次
に
記

述
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
は
高
頭
祭
の
他
全
国
各
地
で
ウ
ェ

ス
ト
ン
祭
、
山
梨
支
部
の
木
暮
祭
等
が
あ
る
。

　

高
頭
仁
兵
衛
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
五
月
二
十

日
、三
島
郡
深
沢
村
（
長
岡
市
深
沢
町
）
で
生
ま
れ
た
。

幼
名
は
式シ
ョ
ウ
タ
ロ
ウ

太
郎
。高
頭
家
は
豪
農
で
県
の
多
額
納
税
者
、

代
々
仁
兵
衛
を
名
の
っ
た
。

　

高
頭
は
山
岳
会
の
設
立
に
資
金
面
、人
員
面
（
会
員
）

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
発
起
人
は
博
物
学
同
志

会
の
高
野
、
小
島
、
武
田
、
梅
沢
、
河
田
、
弁
護
士
の

城ジ
ョ
ウ、
越
後
の
豪
族
高
頭
の
七
人
で
、
明
治
三
十
八
年
十

月
十
四
日
飯
田
橋
駅
近
く
の
富
士
見
楼
二
階
で
、
山
岳

会
発
足
に
関
す
る
取
り
決
め
が
ま
と
ま
り
、
日
本
最
初

の
登
山
団
体
が
結
成
さ
れ
た
。
高
頭
は
資
金
面
で
向
こ

う
十
年
間
毎
年
一
、〇
〇
〇
円
（
当
時
は
年
会
費
一
円
、

米
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
六
円
）
の
寄
付
を
約
束
し
た
。
し

か
し
、
実
際
は
十
八
年
間
続
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
人

員
面
に
つ
い
て
み
る
と
、『
越
後
山
岳
・
十
一
号
』
室

賀
輝
男
名
誉
会
員
記
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
会
員
名
簿

（
明
治
四
十
年
三
月
五
日
付
）
で
は
全
会
員
数
四
一
八

名
、
新
潟
支
部
一
一
〇
名
は
東
京
に
次
い
で
二
番
目
で

県
内
の
会
員
は
ほ
と
ん
ど
高
頭
周
辺
の
人
脈
で
い
た
と

い
う
。

　

明
治
二
十
九
年
春
、
実
父
の
死
去
に
よ
り
九
代
目
仁

兵
衛
を
継
ぎ
、
義ヨ
シ
ア
キ明
を
名
の
っ
て
本
名
を
式シ
ョ
ク、
号
を
海

峰
と
称
し
た
。

　

明
治
三
十
年
十
一
月
、
北
蒲
原
郡
の
豪
農
市イ
チ
ジ
マ島
家
二

女
レ
イ
子
と
結
婚
。衣
装
収
納
用
に
土
蔵
が
新
築
さ
れ
、

花
嫁
行
列
は
長
岡
駅
か
ら
延
々
と
続
き
、
豪
華
な
祝
宴

は
三
日
間
と
も
一
週
間
続
い
た
と
も
い
う
。

　

生
来
身
体
が
弱
く
、
片
貝
ま
で
通
学
一
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
歩
行
で
健
康
を
取
り
戻
し
、
十
三
歳
で
弥
彦
山

に
登
り
頂
上
で
の
景
観
に
感
激
し
、
登
山
の
楽
し
み
を

体
得
す
る
。
十
六
歳
の
時
に
煙ハ
ナ
ビ製
造
中
に
右
手
、
両
眼

負
傷
し
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
春
、
眼
の
治

療
の
た
め
上
京
。
翌
二
十
八
年
二
松
学
舎
に
入
学
し
恩

師
と
登
山
、
必
ず
油
紙
（
雨
具
用
）
と
鰹
節
を
持
参

し
た
と
い
う
。「
日
本
風
景
論
」
に
よ
っ
て
更
に
登
山

欲
は
強
め
ら
れ
、
明
治
三
十
年
（
二
十
歳
）
で
八
海

山
、
苗
場
山
等
に
登
っ
て
い
た
が
、
危
険
だ
と
い
う
の

で
母
に
登
山
を
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
地
理
、
和

歌
、
詩
、
文
集
や
紀
行
を
お
よ
そ
、
六
、七
年
間
で
図

書
三
〇
、〇
〇
〇
冊
、
地
図
二
、〇
〇
〇
枚
読
み
あ
さ
っ

て
、
書
き
抜
き
を
つ
く
り
出
版
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、

明
治
三
十
八
年
五
月
志シ

ガ賀
重シ
ゲ
タ
カ昂
を
訪
問
し
教
示
を
受

け
た
。
そ
こ
で
、
小コ
ジ
マ島
鳥ウ
ス
イ水
を
紹
介
さ
れ
た
。
和
紙

八
〇
〇
枚
、
毛
筆
の
原
稿
は
小
島
の
意
見
で
「
日
本
山

嶽
志
」
と
題
名
が
つ
け
ら
れ
翌
三
十
九
年
二
月
、
同
郷

の
先
輩
で
あ
る
大
橋
新
太
郎
（
博
文
館
主
人
）
の
好
意

に
よ
っ
て
、
博
文
館
か
ら
三
、〇
〇
〇
部
出
版
（
自
費

出
版
）
さ
れ
、
日
本
の
山
の
百
科
辞
典
と
し
て
大
変
好
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高
頭
仁
兵
衛
翁
（
高
頭
祭
）
に
つ
い
て

高
頭
仁
兵
衛
翁
（
高
頭
祭
）
に
つ
い
て

 

副
支
部
長　

副
支
部
長　

本
間　

宏
之

本
間　

宏
之　

評
を
博
し
た
。

　

明
治
三
十
九
年
四
月
五
日
機
関
誌
『
山
岳
第
一
号
』

が
発
刊
さ
れ
る
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
は
博
物
学
同
志

会
員
の
熱
意
と
力
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
小
島
の
知
恵

そ
れ
に
高
頭
の
資
金
的
な
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
明
治
四
十
二
年
六
月
に
山
岳
会
が
日
本
山
岳
会
と

改
称
さ
れ
、
こ
れ
を
機
会
に
会
員
章
が
つ
く
ら
れ
、
高

頭
は
四
番
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
バ
ッ
チ
は
武
田

久ヒ
サ
キ
チ吉
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、高
頭
は
機
関
誌『
山

岳
』
発
行
人
と
し
て
二
十
八
年
間
尽
力
し
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
小
島
会
長
の
あ
と
二
代
目
会
長
を
務
め
、

昭
和
十
年
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
る
。

　

高
頭
家
に
つ
い
て
は
『
ふ
る
さ
と
長
岡
の
人
び
と
・

高
頭
仁
兵
衛
』
室
賀
輝
男
名
誉
会
員
記
よ
り
抜
粋
す
る

と
、
来
迎
寺
駅
か
ら
渋
海
川
を
渡
り
西
山
丘
陵
の
突
き

当
た
り
で
、
塀
を
巡
ら
し
た
小
城
郭
の
よ
う
な
邸
内
、

越
後
の
豪
農
の
風
格
を
残
し
た
屋
敷
。
郷
党
の
信
望
を

集
め
て
い
た
が
、
大
戦
後
の
農
地
解
放
、
財
産
税
に
襲

わ
れ
た
。

　

深
沢
地
区
の
住
民
は
総
意
で
高
頭
の
地
域
社
会
の
貢

献
と
徳
を
偲
び
苗ミ
ョ
ウ
ジ
ツ
カ

字
塚
に
頌
徳
碑
を
建
立
し
た
。
後
に

高
頭
邸
の
一
画
が
長
岡
市
に
寄
付
さ
れ
、
河
内
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
た
。
碑
は
同
所
に
移
設
さ
れ
る
。
刻
ま

れ
た
石
黒
忠
篤
の
碑
文
に
よ
る
と
「
高
頭
は
深
沢
校
を

創
立
し
た
父
義
宗
の
遺
志
を
継
ぎ
、
校
地
を
は
じ
め
公

共
用
地
、
学
校
図
書
等
で
数
多
く
の
教
育
振
興
に
尽
く

し
、
信
用
組
合
を
組
織
し
て
郷
土
の
産
業
文
化
の
発
展

に
努
め
た
。」
と
あ
る
。

　

山
へ
の
情
熱
と
山
岳
研
究
に
生
涯
を
か
け
、
日
本
山

岳
会
を
育
て
登
山
を
目
的
と
す
る
近
代
登
山
（
国
民
的

ス
ポ
ー
ツ
）
の
普
及
、
発
展
の
功
績
は
永
久
に
語
り
継

が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

昭
和
三
十
三
年
四
月
六
日
、
八
十
二
歳
で
そ
の
生
涯

を
と
じ
た
。
高
頭
邸
跡
近
く
の
大
滝
山
・
正
林
寺
が
菩

提
寺
で
あ
る
。
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日
本
山
岳
会
の
胸
の
バ
ッ
チ
に
憧
れ
て
い
た
こ

ろ
、
日
本
山
岳
会
会
員
イ
コ
ー
ル
登
山
家
で
あ
る

と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
。
日
本
山

岳
会
は
、
日
本
の
登
山
界
を
代
表
す
る
会
で
あ

り
、
戦
後
の
国
民
体
育
大
会
の
運
営
や
外
貨
不
足

の
時
代
で
、
海
外
登
山
を
希
望
す
る
団
体
を
一
隊

に
絞
り
込
み
、
推
薦
、
海
外
登
山
の
手
続
き
な
ど

文
部
省
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
沢

登
り
、
岩
登
り
、
冬
山
に
魅
せ
ら
れ
て
、
山
に
没

頭
し
、
山
以
外
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
青
春
時

代
を
送
っ
て
い
た
。
国
内
で
は
、
槇
有
恒
が
率
い

る
、
第
三
次
マ
ナ
ス
ル
隊
が
（
マ
ナ
ス
ル
峰　

八
一
六
三
ｍ
）
初
登
頂
に
成
功
し
、
そ
の
刺
激
を

受
け
て
か
異
常
な
ほ
ど
の
登
山
ブ
ー
ム
に
沸
い
て

い
た
。

　

日
本
山
岳
会
が
主
催
す
る
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊

員
と
全
国
各
支
部
よ
り
二
名
参
加
の
指
導
者
技
術

講
習
会
が
、
早
春
の
三
月
、
北
ア
ル
プ
ス
の
西
穂

高
岳
で
開
催
さ
れ
た
。
マ
ナ
ス
ル
隊
員
と
支
部
参

加
者
の
三
人
で
ザ
イ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
み
、
ア

イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
、
ザ
イ
ル
な
ど
冬
山
技
術
を

研
鑚
す
る
、講
習
会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

越
後
支
部
か
ら
、
佐
藤
俊
彦
、
藤
井
信
が
参
加
し

た
。

　

そ
の
頃
、
個
人
で
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
る
人

は
い
な
か
っ
た
。
山
行
き
の
唯
一
の
交
通
手
段
は

国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
の
列
車
を
利
用
以
外
に
な
か
っ

た
。
山
に
登
る
に
も
山
麓
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

遠
く
大
変
で
あ
っ
た
。
上
野
発
（
東
京
）
の
列
車

が
、
谷
川
岳
の
登
山
口
で
あ
る
、
土
合
駅
に
早
朝

二
時
〇
五
分
着
の
列
車
が
到
着
す
る
と
、
登
山
者

が
ど
っ
と
下
車
し
て
、
列
車
の
中
は
、
ガ
ラ
ガ
ラ

に
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
に
は
登
山
者
で
溢
れ
返
っ
て

い
た
。
駅
舎
で
仮
眠
し
て
夜
明
け
を
待
つ
パ
ー

テ
ィ
ー
、
一
ノ
倉
沢
の
岩
登
り
で
は
、
登
る
順
番

待
ち
が
あ
っ
て
、
沢
の
出
合
い
ま
で
移
動
し
て
待

機
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
、
駅
舎
か
ら
は
み
だ
し
た
登

山
者
は
、
土
合
駅
か
ら
踏
切
を
過
ぎ
て
、
湯
檜
曽

川
に
架
か
る
橋
を
渡
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に

向
か
っ
て
、
延
々
と
続
い
て
い
た
。
当
時
、
週
末

に
は
、
越
後
三
山
な
ど
の
沢
登
り
や
谷
川
岳
の
岩

登
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
谷
川
岳
の
岩
登
り

で
は
、〝
烏
の
鳴
か
ぬ
日
が
あ
れ
ど
〞
長
岡
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
越
稜
山
岳
会
の
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
谷
川
岳
山
塊
で
沢
登
り
や
岩
登
り
を
楽
し
ん

で
い
る
と
云
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
長
岡
ハ
イ
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
は
、
女
性
だ
け
で
パ
ー

テ
ィ
ー
を
組
み
、
一
ノ
倉
沢
の
岩
場
の
登
攀
を
楽

し
ん
で
い
た
会
員
も
い
た
。

　

長
岡
市
は
国
鉄
の
要
所
で
、
か
な
り
の
遠
距
離

の
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
富
士
山
な
ど
、

新
宿
経
由
か
ら
河
口
湖
で
、
早
朝
一
番
の
バ
ス
を

利
用
す
れ
ば
、
富
士
山
を
登
頂
し
て
、
下
山
後
、

新
宿
に
戻
り
そ
の
日
の
う
ち
に
長
岡
に
帰
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

冬
の
合
宿
が
終
わ
り
、
越
後
の
重
い
雪
の
ラ
ッ

セ
ル
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
一
月
に
は
、
氷
の
壁
の

ア
イ
ス
・
ク
ラ
ム
を
楽
し
む
た
め
に
日
光
の
雲
竜

瀑
に
向
か
う
。
長
岡
か
ら
夜
行
を
利
用
し
て
浅
草

に
出
て
、
東
武
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
、
東
武
日
光

駅
に
早
朝
着
く
、
こ
の
時
の
山
行
の
メ
ン
バ
ー

は
、
室
賀
輝
男
、
村
田
栄
身
の
三
人
で
あ
る
。
日

光
市
の
気
温
は
氷
点
下
一
〇
℃
以
下
で
厳
し
い
寒

さ
で
あ
る
。
耳
が
痛
く
チ
ク
チ
ク
す
る
、
神
橋
を

渡
っ
て
、
し
ば
ら
く
し
て
稲
荷
川
を
遡
行
し
て
雲

竜
瀑
に
着
く
、
ア
イ
ス
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
十
分

に
楽
し
ん
だ
後
、
帰
途
に
着
く
、
今
回
は
谷
沿
い

に
下
ら
ず
、
屋
根
伝
い
に
東
照
宮
の
裏
山
を
歩
く

こ
と
に
し
た
。
静
寂
で
自
然
豊
か
な
森
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
森
の
中
に
神
社
や
信
仰
に
関
係
の
あ

り
そ
う
な
幾
つ
か
の
、
修
業
道
場
風
の
施
設
が
あ

る
。
数
百
年
の
年
輪
を
経
た
、
二
本
の
巨
大
な
杉

の
木
の
ご
神
木
が
あ
っ
て
、
シ
メ
縄
が
張
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
前
に
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
池
が

あ
る
。
普
段
、
池
の
周
り
に
入
れ
な
い
よ
う
に
、

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
白
木
作
り
の
柵
が
め

ぐ
ら
せ
て
あ
っ
た
。
池
の
中
心
に
は
地
下
か
ら
、

透
明
な
水
が
モ
ク
モ
ク
湧
き
出
て
い
た
。
柵
の
所

に
立
札
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
神
聖
な
水
で
全

国
の
醸
造
家
の
…
…
と
由
来
の
説
明
が
記
さ
れ
て

あ
っ
た
。
村
田
栄
身
は
、
日
常
生
活
で
も
神
社
を

祀
り
守
っ
て
い
る
信
仰
の
厚
い
男
で
あ
る
、
神
聖

な
水
を
親
父
さ
ん
へ
の
土
産
に
も
と
思
っ
た
の

か
、白
木
作
り
の
柵
に
ア
ッ
と
い
う
間
に
登
っ
た
、

柵
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
柵
が
壊
れ
て

気
温
は
、
氷
点
下
一
〇
℃
以
下
の
寒
さ
の
中
、
池

の
中
に
真
っ
逆
さ
ま
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

二
人
は
唖
然
と
し
て
言
葉
も
な
か
っ
た
。
泉
の
水

温
は
温
か
い
ら
し
く
悠
然
と
泳
い
で
い
る
で
は
な

い
か
、
さ
す
が
に
高
校
時
代
は
水
泳
の
選
手
で
あ

る
。
水
面
か
ら
地
上
ま
で
段
差
が
あ
り
、
二
人
が

か
り
で
引
き
上
げ
、マ
ッ
サ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
て
、

三
人
の
予
備
の
乾
い
て
い
る
肌
着
を
取
り
替
え
さ

せ
た
。
下
半
身
の
ズ
ボ
ン
の
替
え
は
な
く
か
た
く

絞
っ
て
、
冷
た
く
濡
れ
て
い
る
ズ
ボ
ン
を
再
度
、

履
く
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
山
行
の
な
か

で
、
数
多
く
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
体
験
し
た
中
の

一
つ
で
あ
る
。

 

事
業
委
員
会
連
絡

「
第
二
回
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
四
支
部
交
流
会
」

　

今
年
度
は
信
濃
支
部
担
当
で
信
州
の
名
所
上
高

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

期
日
：
二
〇
一
二
年
七
月
二
十
二
日
㈰
〜
二
十
三
日
㈪

場
所
：
松
本
市
上
高
地　

西
糸
屋
山
荘

　
　
　

長
野
県
松
本
市
上
高
地

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
六
三
－
九
五
－
二
二
〇
六

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
六
三
－
九
五
－
二
二
〇
八

定
員
：
越
後
支
部
先
着
順
十
五
名

費
用
：
一
万
五
千
円

行
事
：
二
十
二
日
㈰　

一
五
時
受
付
、

 

一
六
時
交
流
会
議
、
一
八
時
懇
談
会

　
　
　

二
十
三
日
㈪　

記
念
山
行

 

焼
岳
登
山
（
八
時
出
発

－

一
五
時
三
〇
分
帰
着
）

 

記
念
観
察
会 

徳
澤
園
（
八
時
出
発

－

一
五
時
三
〇
分
帰
着
）

支
部
申
込
締
切
：
六
月
二
十
五
日

支
部
申
込
先
：
事
業
委
員
会

 

井
出　

秀
雄
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五

－

二
六
六

－

一
三
一
九
）

 

小
山　

一
夫
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五

－

二
六
五

－

四
四
一
七
）

　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
に
入
会
の
頃

 

支
部
名
誉
会
員　

藤
井　
　

信　
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新
潟
県
の
峠
道
紹
介

 

横
山　

征
平
（
関
川
村
）　

　

日
本
は
山
国
の
た
め
、
隣
接
の
地
に
至
る
に
は

峠
越
え
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
交
流
が
活
発
に
な
る

に
つ
れ
昔
か
ら
峠
越
え
道
の
整
備
が
進
ん
だ
。
全

国
に
は
大
小
こ
そ
あ
れ
、
東
海
道
・
中
仙
道
・
日

光
街
道
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

本
県
で
は
、
糸
魚
川
の
信
濃
街
道
、
上
越
の
信

越
街
道
、
津
川
の
会
津
街
道
、
関
川
村
の
米
沢
街

道
、
村
上
市
山
北
の
出
羽
街
道
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
峠
シ
リ
ー
ズ
で
は
北
か
ら
順
に
紹
介
す

る
。
機
会
を
み
て
訪
ね
る
こ
と
も
ロ
マ
ン
の
あ
る

こ
と
だ
。

パ
ー
ト
「
１
」　

米
沢
街
道
「
大
里
峠
」

　

米
沢
街
道
は
大
永
元
年
（
一
五
二
一
・
七
）
米

沢
藩
主
伊
達
稙
宗
（
伊
達
政
宗
の
曾
祖
父
）
の
開

削
で
、
新
潟
県
・
関
川
村
か
ら
山
形
県
・
米
沢
市

の
城
下
を
繋
い
で
い
る
。
全
長
は
約
一
五
〇
㎞
に

達
し
て
い
る
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
で
は
一
〇
〇

㎞
）。
街
道
に
は
大
小
十
三
の
峠
を
数
え
、
内
三

峠
が
関
川
村
（
新
潟
県
側
）
に
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
新
潟
県
と
山
形
県
境
に
あ
る
大
里

峠
ま
で
紹
介
す
る
。

　

関
川
村
下
川
口
か
ら
街
道
は
山
道
に
な
り
、
鷹

ノ
巣
峠
、
榎
峠
（
戊
辰
戦
争
の
激
戦
地
）
を
越
す

と
沼
集
落
（
宿
場
と
荷
物
の
中
継
地
）
に
達
す
る
。

沼
は
戊
辰
戦
争
の
と
き
、
焼
き
討
ち
に
遭
い
全
焼

し
て
い
る
。
現
在
で
は
田
舎
に
し
て
は
道
幅
が
広

い
な
と
感
じ
る
程
度
で
、
宿
場
の
面
影
は
残
ら
な

い
。
ま
た
、
明
治
十
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
探

検
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
日
本
人
青
年
通
訳
を

伴
っ
て
宿
泊
、通
過
し
て
い
る
。（
そ
の
記
録
が「
日

本
奥
地
紀
行
」
で
貴
重
な
資
料
と
し
て
当
時
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。）

　

沼
集
落
を
出
る
と
途
中
、
若
ぶ
な
ス
キ
ー
場
を

横
目
に
緩
や
か
な
山
道
（
林
道
）
が
続
く
。
二
㎞

程
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
畑
集
落
跡
と
昭
和
二
十
年

閉
山
の
銅
鉱
山
跡
（
最
盛
期
に
は
工
夫
二
〇
〇
人

就
労
）
へ
と
続
く
。
廃
坑
か
ら
六
十
五
年
経
過
し

た
現
在
で
も
、
な
お
不
毛
の
赤
茶
気
た
鉱
石
の
山

が
残
る
。
現
在
は
こ
こ
ま
で
林
道
が
開
か
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
か
ら
県
境
の
大
里
峠
ま
で
の
約
二
㎞

は
歩
道
の
み
と
な
り
、
旧
茶
屋
跡
や
僅
か
の
石
畳

が
街
道
の
面
影
を
残
す
。

　

大
里
峠
（
標
高
四
八
〇
ｍ
）
が
新
潟
・
山
形
と

の
県
境
で
分
水
嶺
で
も
あ
る
。
関
川
村
の
大
蛇
ま

つ
り
の
物
語
の
発
祥
の
舞
台
で
も
あ
る
。
峠
に
は

有
志
の
建
立
に
よ
る
祠
が
あ
り
、
山
形
県
側
を

四
〇
分
ほ
ど
下
る
と
玉
川
の
宿
場
集
落
に
至
る
。

米
沢
城
下
は
ま
だ
ま
だ
遥
か
彼
方
に
な
る
。

 

山
の
紹
介

　

県
北
②　

吉き
ち 

祥じ
ょ
う 

嶽だ
け

 

遠
山　
　

実
（
村
上
市
）　

　

吉
祥
嶽
は
、
国
土
地
理
院
の
地
図
に
は
山
名
、

標
高
の
記
載
が
な
い
山
で
あ
る
。

　

名
水
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
大
毎
集
落
。ま
た
、

松
尾
芭
蕉
が
旅
し
た
出
羽
街
道
の
歴
史
が
残
る
大

毎
、
大
沢
の
麓
に
位
置
す
る
。

　

山
名
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
説
に
よ

る
と
文
殊
菩
薩
の
密
教
の
呼
び
名
で
、「
吉
祥
金

剛
」
に
関
連
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
大
毎
集
落
の

菩
提
寺
で
あ
る
曹
洞
宗
満
願
寺
の
前
身
は
密
教
寺

で
あ
っ
た
。

　

登
山
口
は
二
コ
ー
ス
あ
る
。
鳥
坂
口
は
、
集
落

内
の
大
海
川
橋
手
前
を
左
に
入
り
狭
い
農
道
か

ら
、
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
に
登
山
口
の
看
板
が
あ

る
。
杉
林
を
少
し
登
る
と
自
然
林
に
出
る
。
約
一

時
間
で
山
頂
。

　

牛
の
首
口
は
、
北
中
・
高
根
広
域
農
道
か
ら

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
に
登
山
口
の
看
板
が
あ
る
。

　

登
山
道
は
、
農
業
用
水
路
（
パ
イ
プ
敷
設
）
沿

い
を
進
み
、
二
股
か
ら
は
大
毎
川
を
三
回
渡
っ
た

所
に
案
内
看
板
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
右
に
入
る
。

屋
根
に
取
り
付
く
ま
で
は
歩
き
に
く
く
、
季
節
に

よ
っ
て
は
道
が
分
か
り
に
く
い
。
大
沢
展
望
台
ま

で
は
や
や
急
登
だ
が
約
一
時
間
三
〇
分
で
山
頂
。

　

新
緑
、
紅
葉
の
季
節
は
、
棚
田
と
周
辺
風
景
が

見
事
に
調
和
し
た
典
型
的
な
原
風
景
で
心
が
癒
さ

れ
る
展
望
で
あ
る
。
二
コ
ー
ス
の
登
山
口
に
は
、

駐
車
場
が
な
い
た
め
満
願
寺
に
お
願
い
し
た
方
が

良
い
。
水
を
大
切
に
し
た
生
活
文
化
を
見
る
周
遊

を
お
勧
め
し
た
い
。

 

自
然
保
護
委
員
会
（
活
動
速
報
）

　

平
成
二
十
三
年
度
の
自
然
保
護
委
員
会
は
低
調

で
あ
っ
た
が
、
三
月
二
十
五
日
に
弥
彦
山
の
雪
割

草
パ
ト
ロ
ー
ル
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
あ
い
に
く

当
日
は
真
冬
並
み
の
天
候
で
あ
っ
た
が
、支
部
長
、

自
然
保
護
委
員
四
名
と
地
元
を
含
む
会
員
十
名
で

野
積
側
の
西
生
寺
か
ら
登
り
ま
し
た
。
雪
割
草
は

咲
き
始
め
て
い
た
が
、
四
合
目
付
近
か
ら
上
は
雪

原
で
し
た
。
能
登
見
平
で
吹
雪
と
な
り
パ
ト
ロ
ー

ル
を
中
止
し
て
下
山
し
ま
し
た
。

　

自
然
保
護
委
員
会
が
当
面
予
定
し
て
い
る
恒
例

の
清
掃
登
山
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
支
部
総
会
後
守
門
大
岳
の
親
睦
登
山
に
あ
わ
せ

て
清
掃
登
山
を
行
い
ま
す
。

・
七
月
二
十
五
日
高
頭
祭
の
清
掃
登
山
は
午
前
十

時
〇
〇
分
清
水
茶
屋
集
合
で
す
。
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山　
　

靴

山　
　

靴

 
山
に
魅
せ
ら
れ
て

 
根
津　

洋
子
（
小
千
谷
市
）

　

友
人
に
誘
わ
れ
地
元
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
、
山
歩
き
を
始
め
て
十
年
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
若
か
り
し
学
生
時
代
に
富
士
山
や

尾
瀬
等
、数
回
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
し
た
。

　

当
時
の
小
千
谷
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
会
長
で

あ
り
、
私
が
山
の
師
と
仰
ぐ
目
崎
さ
ん
に
「
登
山

の
訓
練
は
山
に
登
る
こ
と
。」
と
教
え
を
受
け
、

近
く
の
時
水
城
山
へ
登
り
始
め
ま
し
た
。
時
水
城

山
は
標
高
三
八
四
ｍ
の
低
山
で
す
が
、
急
坂
も
あ

り
山
頂
は
三
六
〇
度
の
展
望
で
、
春
に
は
カ
タ
ク

リ
が
全
山
に
咲
き
夏
に
は
山
百
合
が
登
山
道
を
飾

り
ま
す
。
こ
こ
四
年
位
は
一
年
に
三
六
五
回
登
頂

を
目
標
に
、
毎
朝
出
勤
前
に
登
っ
て
い
ま
す
。
往

復
一
時
間
程
度
の
山
で
す
が
、
今
年
の
大
雪
に
は

泣
か
さ
れ
三
時
間
余
ラ
ッ
セ
ル
し
て
登
っ
た
日
も

あ
り
ま
し
た
。
雨
の
日
も
雪
の
日
も
登
り
、
そ
の

成
果
は
大
い
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

休
日
と
言
え
ば
山
仲
間
と
入
山
し
、
昨
年
は

五
十
日
以
上
を
山
で
過
ご
し
ま
し
た
。
出
会
っ
た

花
に
感
動
、
景
色
に
感
動
、
山
頂
に
立
っ
た
時
の

達
成
感
、
そ
し
て
何
よ
り
も
山
の
仲
間
と
の
語
ら

い
に
心
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
は
日
本
百
名
山
完
登
、
来
年
は
時

水
城
山
二
千
回
登
頂
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
二
十
年

位
元
気
で
い
た
ら
城
山
一
万
回
登
頂
で
き
る
か

な
、
な
ど
と
夢
は
広
が
り
ま
す
。
家
族
は
呆
れ
て

い
る
様
子
で
す
が
、応
援
も
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

山
に
魅
せ
ら
れ
山
を
歩
き
、
日
本
山
岳
会
の
お

仲
間
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
す
ば
ら
し
い
先

輩
方
の
ご
指
導
で
、
今
有
意
義
な
人
生
を
送
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
人
生
も
山
も
一
歩
一
歩

進
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 

事
務
局
連
絡

事
務
局
連
絡

「
二
〇
一
二
年
度
日
本
山
岳
会
全
国
支
部
懇
談
会
」

　

全
国
各
支
部
の
山
を
巡
り
岳
友
た
ち
と
語
り
合

う
支
部
懇
談
会
が
、
今
年
は
千
葉
支
部
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
千
葉
支
部
設
立
五
周
年

の
節
目
に
当
た
る
記
念
行
事
と
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
。参
加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
：
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
日
㈯
〜
二
十
一
日
㈰

場
所
：
国
民
宿
舎
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里

 

千
葉
県
山
武
郡
九
十
九
里
町
真
亀
四
九
〇
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
四
七
五

－

七
六

－

四
一
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
七
五

－

七
六

－

四
九
〇
八

定
員
：
三
〇
〇
名
（
宿
泊
可
能
人
数
）

費
用
：
一
万
七
千
円

行
事
：

二
十
日
㈯　

一
四
時
受
付　

記
念
講
演
会
、

 

懇
親
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

二
十
一
日
㈰

 

裸
足
で
歩
こ
う
九
十
九
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
九
十
九
里
（
片
道
五
㎞
）

 

笠
森
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ト
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
（
一
一
㎞
）

支
部
申
込
締
切
：
八
月
末
日

支
部
申
込
先
：
事
務
局

　

桐
生　

恒
治
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八

－

六
二

－

〇
一
四
八
）

支
部
会
員
移
動
連
絡

（
二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
一
日
〜

 

二
〇
一
二
年
四
月
十
六
日
現
在
）

１
）
物
故
会
員
（
一
名
）

　

朝
妻　

三
松
（
№
６
０
８
６
）　

３
／
24
逝
去

２
）
退
会
会
員
（
二
名
）

　

①　

頓
所　

正
昭
（
№
１
０
２
４
６
）

　

②　

渡
部
惣
四
郎
（
№
１
３
３
９
６
）

３
）
支
部
会
員
総
数

二
〇
一
二
年
四
月
十
六
日
現
在

　
支
部
員
総
数　

二
二
四
名（
支
部
会
員
二
二
二
名
、会
友
二
名
）

 

編
集
後
記

編
集
後
記

　

写
真
①
は
本
場
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
広
し
と
云
え
ど
こ
れ
一
種
で
す

が
小
さ
な
日
本
に
は
五
種
（
九
種
類
）
も
あ
り
我

が
越
後
の
山
岳
に
も
二
種
（
四
種
類
）
が
産
し
ま

す
。
広
い
北
海
道
に
は
一
種
一
変
種
で
す
か
ら
ウ

ス
ユ
キ
ソ
ウ
は
狭
い
所
が
好
き
な
の
か
な
あ
ー
。

②
は
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
と
呼
ば
れ
て
人
気
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
仲
間
で
は
な
く
レ
ウ
コ
ゲ
ネ
ス
属

で
す
。

　

本
号
は
紙
面
の
都
合
上
、
私
の
一
枚
を
休
み
ま

す
。

①
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

 

ベ
ル
ナ
ー
ア
ル
プ
ス
（
ス
イ
ス
）

②
サ
ウ
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

 

サ
ザ
ン
ア
ル
プ
ス
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

③
ミ
ヤ
マ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

 

飯
豊
連
邦
（
新
潟
）

日本山岳会越後支部報平成24年６月１日 （4）
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